
近
世
大
名
制
の
も
と
江
戸
城
雁
間
に
候
し
、
平
日
も
二
、
三
人
ず
つ
交
替
で
登
城
し
た
大
名
を
詰
衆
（
ま
た
は
雁
間
詰
）
と
称
し
た
。

詰
衆
は
ま
た
、
幕
府
の
各
種
行
事
へ
主
催
者
側
の
立
場
か
ら
数
多
く
参
列
す
る
な
ど
半
役
職
的
性
格
を
持
ち
、
い
わ
ゆ
る
昇
進
コ
ー
ス

（
１
）

へ
と
進
む
手
前
の
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
詰
衆
の
勤
務
実
態
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

（
２
）

（
３
）

る
部
分
も
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
宝
暦
期
の
史
料
か
ら
、
さ
ら
な
る
詰
衆
像
を
展
開
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
そ
れ
に
よ
り
要
職
者

へ
と
進
む
前
段
階
と
し
て
の
詰
衆
と
は
い
か
な
る
存
在
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

詰
衆
に
は
他
の
諸
大
名
と
異
な
り
、
平
日
も
交
替
で
二
、
三
人
ず
つ
登
城
す
る
「
詰
日
」
の
勤
め
が
課
さ
れ
て
い
た
。
宝
暦
期
に
お

い
て
も
同
様
に
平
日
の
登
城
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
に
は
詰
衆
内
で
取
り
決
め
ら
れ
た
「
詰
日
」
に
、
在
宿
が
許
さ
れ
る
「
体

宝
暦
期
詰
衆
の
「
詰
日
」
と
「
外
勤
」

は
じ
め
に

一
「
詰
日
」
の
勤
め
に
お
け
る
「
休
日
」

五
十
嵐
一
郎
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日
」
と
い
う
も
の
が
存
在
し
て
い
た
。
ま
ず
は
「
詰
日
」
の
記
録
か
ら
こ
の
「
休
日
」
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

一
今
日
詰
日
二
付
、
四
ッ
時
打
四
半
時
之
出
宅
二
而
致
登
城
、
（
中
略
）

右
致
登
城
、
例
之
通
御
座
敷
廻
り
之
節
伺
御
機
嫌
之
恐
悦
申
上
、
右
相
済
退
出
、
直
二
帰
宅
九
シ
打
三
寸
五
分

（
血
行
）
（
牧
野
貞
艮
）

（
４
）

殿
中
何
之
相
替
儀
も
無
之
候
、
廻
状
等
も
出
不
申
候
、
相
詰
永
井
近
江
守
殿
、
牧
越
州
二
者
今
日
休
日
二
付
出
仕
無
之
候

こ
の
日
、
土
屋
能
登
守
篤
直
は
「
詰
日
」
に
あ
た
っ
て
い
た
た
め
登
城
し
、
老
中
に
よ
る
「
御
座
敷
廻
り
」
を
受
け
、
そ
の
後
は
と

く
に
幕
府
か
ら
の
伝
達
事
項
も
な
か
っ
た
た
め
、
帰
宅
し
た
。
一
緒
に
「
詰
日
」
を
勤
め
た
の
は
永
井
近
江
守
で
あ
り
、
牧
野
越
中
守

（
５
）

に
つ
い
て
は
「
休
日
」
の
た
め
出
仕
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
日
「
詰
日
」
と
し
て
勤
め
た
の
は
土
屋
と
永
井
に
よ
る
「
両
人
詰
」

に
つ
い
て
は

で
は
こ
の
「
休
日
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
「
詰
日
」
は
、
在
府
中
の
詰
衆
の
う
ち
、
病
気
・
幼
少
等
を
除
い
て
平
日
登
城
で
き
る
面
々
（
こ
れ
ら
を
当
時
「
詰
日
之
相
勤

候
衆
」
と
称
し
て
い
る
。
寛
政
期
に
は
「
当
勤
之
衆
」
ま
た
は
「
当
勤
之
者
」
と
称
さ
れ
る
）
が
「
詰
日
割
」
と
呼
ば
れ
る
、
出
仕
日

と
当
番
と
な
る
者
の
名
前
が
記
さ
れ
た
、
今
で
言
う
勤
務
シ
フ
ト
表
あ
る
い
は
勤
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
の
よ
う
な
書
面
が
、
廻
状
の
形

で
通
達
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
勤
務
を
行
っ
て
い
た
。
「
詰
日
割
」
は
参
勤
交
代
に
よ
る
在
府
詰
衆
の
入
れ
替
え
や
、
病
気
か
ら
の

吾
ｊ
）

復
帰
あ
る
い
は
忌
み
明
け
に
よ
る
勤
務
再
開
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
組
み
直
さ
れ
た
。
そ
の
作
成
者
は
詰
衆
自
身
で
あ
り
、
参
勤
御
暇

が
あ
っ
た
場
合
に
は
そ
の
日
の
「
詰
日
之
者
」
が
あ
た
っ
た
り
、
詰
衆
内
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
た
り
し
た
。（

８
）

こ
れ
に
対
し
「
休
日
」
に
関
し
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
「
今
日
詰
日
二
候
得
共
、
休
日
之
順
故
登
城
不
致
候
」
と
の

記
事
が
見
出
せ
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
順
番
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
覗
わ
せ
る
。
「
詰
日
割
」
が
廻
達
さ
れ
た
翌
日
に

（
９
）

は
以
下
の
よ
う
な
書
付
を
送
付
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
た
。

（
６
）

で
あ
っ
た
。
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こ
こ
で
は
、
一
二
名
の
詰
衆
が
三
人
ず
つ
四
組
に
分
け
ら
れ
、
翌
日
か
ら
の
「
詰
日
」
を
誰
が
勤
め
る
か
が
記
さ
れ
て
い
る
。
構
成

す
る
詰
衆
に
変
更
が
な
け
れ
ば
廿
日
以
降
も
こ
の
組
み
合
わ
せ
で
「
詰
日
」
を
勤
め
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
場
合
廿
日
は
こ
こ
で
の

「
詰
日
割
」
で
十
六
日
に
あ
た
っ
て
い
る
三
名
が
勤
め
、
以
下
同
様
に
廿
一
日
は
土
屋
を
含
む
十
七
日
勤
務
予
定
の
三
名
、
廿
二
日
は

十
七
日
能
登
守
廿
一
日
近
江
守
廿
五
日
越
中
守

土
屋
能
登
守
か
ら
こ
の
と
き
「
相
詰
」
の
牧
野
越
中
守
と
永
井
近
江
守
へ
「
休
日
」
の
順
番
を
示
し
た
書
付
を
送
り
、
同
組
内
で
周

知
さ
せ
て
い
る
。
土
屋
が
主
導
的
に
「
休
日
」
を
設
定
し
て
い
る
の
か
、
三
人
合
議
に
よ
る
も
の
か
は
こ
こ
か
ら
は
判
断
で
き
な
い

が
、
「
詰
日
割
」
と
同
様
な
書
式
で
「
休
日
」
も
設
定
さ
れ
て
い
た
例
と
し
て
認
め
ら
れ
よ
う
。

（
正
甫
（
正
銭
ご

こ
の
前
日
に
は
「
今
日
御
暇
之
衆
有
之
候
二
付
、
詰
日
割
之
義
、
稲
葉
丹
後
守
殿
申
談
候
而
相
改
、
丹
後
守
殿
．
此
方
連
名
之
廻
状

（
川
）

ヲ
以
、
丹
後
殿
合
詰
日
被
相
勤
候
同
席
中
へ
詰
日
割
相
廻
シ
被
申
候
」
と
あ
り
、
以
下
の
「
詰
日
割
」
が
廻
達
さ
れ
て
い
る
。

（
恢
倉
勝
武
）

（
石
川
総
慶
）

十
六
日
美
濃
守
十
八
日
主
殿
頭

一
緬
灘
一
稚
撫
潮
一

（
牧
野
貞
長
）

（
描
鴛
正
甫
）

一
壁
瀞
＊
〒
九
日
一
鵜

十
七
日

（
牧
野
越
中
守
貞
長
）
（
水
井
近
江
守
血
行
）

一
昨
日
詰
日
割
相
改
候
二
付
、
此
方
相
詰
休
日
小
割
越
州
・
江
州
へ
此
方
合
書
付
今
日
差
遣
申
候

詰
日
割

休
日
小
割
順
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十
八
日
勤
務
の
土
井
能
登
守
の
組
三
名
が
、
と
い
う
よ
う
に
輪
番
的
な
勤
務
が
組
ま
れ
て
い
る
。
先
に
見
た
「
休
日
小
割
順
」
に
あ
る

「
廿
一
日
」
と
「
廿
五
日
」
の
設
定
が
あ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
「
詰
日
」
の
「
休
日
」
は
「
詰
日
割
」
が
発
給
さ
れ
た
後
に
、
詰
日
を
同
じ
組
で
勤
め
る
者
内
で
順
番
に
出
仕
し
な

く
て
も
良
い
日
を
設
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
と
き
の
「
詰
日
割
」
を
見
る
と
ど
の
組
も
三
人
ず
つ
で
割
り
当
て
ら
れ
、
各

組
が
「
休
日
」
を
設
定
し
て
い
た
な
ら
ば
、
「
詰
日
」
は
二
人
ず
つ
が
勤
め
る
「
両
人
詰
」
に
て
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
三
人
ず
つ
勤
め
る
す
べ
て
の
場
合
に
「
休
日
」
が
用
意
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
、
た
と
え
ば

（
正
確
）
（
忠
卿
）

一
殿
中
相
替
義
も
無
之
、
廻
状
も
出
不
申
候
、
相
詰
本
多
伯
耆
守
殿
・
大
久
保
佐
渡
守
殿
被
致
出
仕
、
伯
耆
守
殿
・
佐
渡
守
殿

（
惟
成
）

（
正
孝
）

〈
ｕ
）

へ
拙
者
義
初
而
致
相
詰
候
、
且
牧
野
豊
州
二
者
差
替
二
而
増
山
対
州
出
仕
、
今
日
四
人
詰
也

と
あ
る
よ
う
に
、
四
人
で
「
詰
日
」
を
勤
め
て
い
た
事
例
も
見
ら
れ
る
。

次
に
、
こ
の
「
休
日
」
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
た
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。
「
詰
日
」
が
「
休
日
」
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合
、

（
唯
）

「
相
詰
」
へ
の
対
応
に
は
、
「
今
日
詰
日
二
候
得
共
、
休
日
故
不
致
出
仕
、
夫
故
相
詰
之
衆
江
も
不
申
遣
」
で
あ
っ
た
り
、
逆
に
「
此
方

（
貞
長
）
（
血
行
）

詰
日
之
処
、
休
日
二
付
不
罷
出
、
何
方
へ
も
不
罷
出
終
日
在
宿
、
何
之
相
替
義
も
無
之
候
、
尤
相
詰
牧
野
氏
・
永
井
氏
江
も
昨
夜
今
日

（
蝿
）

拙
者
相
休
候
段
申
遣
」
っ
た
り
と
、
同
組
内
に
お
い
て
の
み
の
取
り
決
め
だ
っ
た
た
め
、
と
く
に
定
ま
っ
た
形
式
も
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
「
詰
日
割
」
が
詰
衆
内
（
「
詰
日
之
相
勤
候
衆
」
内
）
で
作
用
す
る
管
理
簿
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
そ
れ
よ
り
も
規
模
の
小
さ
い

「
休
日
小
割
順
」
は
同
組
内
で
機
能
さ
せ
る
だ
け
の
も
の
と
い
う
性
格
と
し
て
捉
え
た
い
。
そ
の
た
め
、
「
今
日
者
此
方
休
日
之
順
二
候

（
血
行
）

〈
Ｍ
）

得
共
、
御
成
二
付
永
井
近
江
守
殿
火
之
番
故
被
致
在
宿
候
二
付
、
此
方
出
仕
」
し
た
と
も
あ
る
。
つ
ま
り
は
同
組
内
で
の
み
有
効
で

あ
っ
た
「
休
日
」
は
、
詰
衆
内
で
の
優
先
さ
れ
る
勤
務
（
こ
の
場
合
は
御
成
に
伴
う
火
之
番
勤
務
が
相
詰
に
課
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り

「
詰
日
」
を
勤
め
る
者
が
減
少
す
る
こ
と
を
考
慮
し
、
「
休
日
」
で
あ
っ
た
土
屋
が
「
詰
日
」
を
勤
め
て
い
る
）
が
「
相
詰
」
に
発
生
し
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た
場
合
に
は
「
休
日
」
返
上
で
「
詰
日
」
を
勤
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
の
一
方
で
次
の
よ
う
な
形
態
も
あ
り
、
注
目
で
き
る
。

（
勝
武
）

一
今
日
此
方
詰
日
之
処
、
用
事
有
之
候
二
付
、
板
倉
美
濃
守
殿
差
替
相
頼
、
今
日
此
方
詰
日
へ
美
濃
守
殿
被
致
出
仕
候
二
付
不

〈
忠
任
〉
（
砥
慶
）
（
正
則
（
正
益
喜
｛
脂
）

罷
出
候
、
相
詰
水
野
氏
二
も
為
返
詰
石
川
主
殿
頭
殿
今
日
出
仕
之
由
昨
日
申
来
、
稲
葉
氏
者
今
日
休
日
二
付
出
仕
無
之
候

こ
こ
で
は
「
詰
日
」
で
あ
っ
た
土
屋
が
何
ら
か
の
用
事
に
よ
り
「
詰
日
」
の
勤
め
を
行
う
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
互
い
の
「
詰
日
」

の
勤
務
を
交
換
す
る
「
差
替
」
と
い
う
手
段
の
適
用
を
板
倉
美
濃
守
へ
依
頼
し
て
い
る
。
板
倉
は
こ
れ
を
受
け
て
「
詰
日
」
の
勤
め
を

果
た
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
「
相
詰
」
の
一
人
で
あ
る
稲
葉
丹
後
守
は
「
今
日
休
日
二
付
出
仕
」
し
な
か
っ
た
と
あ
る
。
詰
衆
内

に
は
「
詰
日
」
の
勤
め
が
一
人
と
な
る
「
壱
人
詰
」
の
状
態
を
避
け
る
た
め
、
二
人
以
上
で
勤
務
で
き
る
よ
う
「
差
替
」
「
助
詰
」
と

い
っ
た
補
填
制
度
を
敷
い
て
い
た
。
こ
の
日
「
詰
日
割
」
通
り
で
あ
れ
ば
「
三
人
詰
」
と
な
り
、
た
と
え
土
屋
が
何
ら
か
の
用
事
で
出

仕
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
て
も
、
二
人
で
の
勤
務
が
可
能
で
あ
る
が
、
稲
葉
に
「
休
日
」
が
設
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
土
屋
が
出
仕
で

き
な
い
と
な
る
と
水
野
織
部
正
の
「
壱
人
詰
」
に
な
る
恐
れ
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
土
屋
は
板
倉
へ
の
「
差
替
」
を

依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
先
に
見
た
、
御
成
に
伴
う
「
火
之
番
」
の
勤
め
が
同
組
内
に
発
生
し
た
際
に
は
、
「
休

日
」
を
返
上
し
て
「
詰
日
」
の
勤
め
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
「
用
事
」
を
理
由
と
し
た
場
合
に
は
、
「
休
日
」
を
返
上
し
て
勤

め
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
「
差
替
」
に
よ
っ
て
対
応
を
図
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
意
味
で
は
「
休
日
」
は
あ
く
ま
で
も
「
詰
日
」

を
一
緒
に
勤
め
る
同
組
内
で
取
り
決
め
る
、
い
わ
ば
個
々
人
間
の
関
係
に
寄
与
す
る
私
的
側
面
が
強
く
、
同
組
内
に
御
成
に
伴
う
火
之

番
と
い
っ
た
公
的
性
格
の
あ
る
勤
務
が
発
生
し
、
そ
れ
を
優
先
す
る
必
要
が
あ
る
と
、
た
ち
ま
ち
そ
の
個
々
人
間
で
の
取
り
決
め
は
破

棄
さ
れ
、
「
詰
日
割
」
通
り
に
「
詰
日
」
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
あ
く
ま
で
も
「
休
日
」
が
返
上
さ
れ

た
だ
け
で
本
来
の
「
詰
日
」
の
勤
め
を
す
る
事
以
外
に
影
響
は
な
く
、
も
し
都
合
が
悪
け
れ
ば
「
差
替
」
を
依
頼
し
て
対
応
し
て
い
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御
成
の
た
め
に
「
休
日
」
返
上
と
な
り
「
詰
日
」
の
た
め
登
城
す
る
必
要
が
生
じ
た
が
、
土
屋
は
「
講
会
」
の
約
束
を
し
て
お
り
、

対
応
が
難
し
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
通
常
通
り
「
詰
日
」
を
勤
め
ら
れ
な
く
成
っ
た
場
合
と
同
様
に
、
ま
ず
は
お
互
い
の
「
詰
日
」
を
交

換
す
る
「
差
替
」
に
よ
っ
て
自
分
の
「
詰
日
」
を
補
填
し
て
も
ら
お
う
と
試
み
、
土
井
能
登
守
が
そ
れ
に
応
え
る
形
と
な
っ
て
落
ち
着

以
上
の
よ
う
に
宝
暦
期
、
「
詰
日
」
を
勤
め
る
に
あ
た
っ
て
「
休
日
」
を
設
け
て
い
た
こ
と
は
、
同
じ
「
詰
日
」
を
勤
め
る
者
同
士

が
、
ご
く
私
的
に
近
い
形
で
取
り
決
め
を
行
い
、
あ
く
ま
で
も
「
詰
日
」
の
勤
め
に
影
響
を
与
え
な
い
程
度
で
の
「
休
日
」
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
た
め
、
御
成
に
伴
う
火
之
番
が
課
さ
れ
た
場
合
に
は
「
休
日
」
に
な
っ
て
い
る
詰
衆
が
本
来
の
「
詰

日
割
」
通
り
に
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
詰
日
」
を
勤
め
る
人
数
が
一
人
に
さ
え
な
ら
な
け
れ
ば
、
同
組
内
で
の
自
由
が

利
い
て
い
た
と
も
捉
え
ら
れ
、
そ
れ
は
幕
府
か
ら
詰
衆
に
対
し
、
平
日
は
二
、
三
人
ず
つ
交
替
で
登
城
す
る
こ
と
を
課
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
そ
の
勤
務
方
法
に
つ
い
て
は
幕
府
も
し
く
は
老
中
ら
か
ら
制
限
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
詰
衆
自
ら
が
合
議
等
に
よ
っ
て
定
め
て

い
た
こ
と
と
通
じ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

た
。
以
下
は
そ
の
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

一
今
日
此
方
詰
日
二
候
得
共
、
休
日
二
付
不
致
出
仕
候
段
昨
日
相
詰
之
衆
江
申
遣
候
処
、
今
日
者
御
成
二
付
越
州
二
者
火
之

（
利
貞
）

番
被
相
勤
候
二
付
、
被
致
在
宿
候
旨
昨
夜
被
申
越
候
二
付
、
今
日
此
方
詰
日
可
被
出
候
処
、
講
会
二
罷
越
用
事
二
付
、
土
井
能

州
へ
差
替
之
義
昨
夜
頼
申
遣
候
処
、

（
血
行
）

承
知
二
而
今
日
此
方
詰
日
へ
能
州
出
仕
二
付
、
詰
日
罷
出
不
申
候
、
尤
右
之
趣
相
詰
永
井
江
州
江
も
昨
夜
申
遣
、
江
州
二
も
今

い
た
。

（
脇
）

日
被
致
出
仕
候
事

の
た
め
に
「
体
日

難
し
く
な
っ
た
。

「
差
替
」
に
よ
っ
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詰
衆
が
「
詰
日
」
の
勤
め
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
壱
人
詰
」
と
な
ら
な
い
よ
う
に
欠
員
を
補
填
す
る
制
度
を
備
え
て
い
た
こ

と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
宝
暦
期
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
補
填
制
度
の
第
一
段
階
に
あ
た
る
「
差
替
」
の
発
展
形
と
も
と
れ
る
「
詰
日
」

と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
宝
暦
期
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
補
填
制
度
の
第
一
段
階
に
あ
た
る
「
差
替
」

【
パ
タ
ー
ン
ー
「
差
替
」
の
発
展
形
と
し
て
の
「
三
方
替
」
｝

－
１
『

《
Ｊ
Ｊ

玉

（
例
１
恥
図
１
参
照
）

（
正
呵
（
正
益
ご

一
明
五
日
此
方
詰
日
之
処
、
稲
葉
丹
後
守
殿
明
日
詰
日
二
被
出
度
由
二
而
、
今
日
之
丹
後
守
詰
日
と
差
替
申
例

（
贋
呵
〉

ｊ

候
二
付
、
今
日
丹
後
守
詰
日
へ
此
方
罷
出
可
申
処
、
用
事
二
付
、
又
久
世
氏
相
頼
差
替
、
三
方
替
二
致
候
而
誇

今
日
丹
後
守
殿
詰
日
へ
此
方
為
代
出
雲
殿
被
致
出
仕
候
、
依
之
明
日
之
此
方
詰
日
江
者
及
丹
後
守
殿
被
致
出
Ｅ

（
久
世
贋
明
〉

の

仕
、
今
日
久
世
殿
江
之
返
詰
者
、
来
七
日
久
世
殿
之
詰
日
へ
此
方
致
出
仕
候
筈
二
申
合
候

条日４

こ
の
日
、
「
詰
日
割
」
に
従
え
ば
、
稲
葉
丹
後
守
の
「
詰
日
」
で
あ
っ
た
が
、
稲
葉
側
か
ら
「
明
日
詰
日
二
被
出
」
月３

た
い
と
土
屋
に
「
差
替
」
の
依
頼
が
持
ち
か
け
ら
れ
た
。
土
屋
は
こ
の
「
差
替
」
依
頼
を
受
け
入
れ
た
も
の
の
用
事
鐸暦

が
あ
っ
た
た
め
、
久
世
出
雲
守
へ
改
め
て
「
差
替
」
を
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。
あ
る
意
味
「
詰
日
」
の
転
貸
と
も
い
宝１

え
よ
う
か
。
こ
の
と
き
、
稲
葉
ｌ
土
屋
ｌ
久
世
の
三
者
間
で
「
詰
日
」
を
「
差
替
」
え
た
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
を
図

の
「
三
方
替
」
と
い
う
手
段
が
存
在
し
た
。

い
く
つ
か
例
示
し
な
が
ら
、
そ
の
実
態
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

二
「
詰
日
」
の
「
三
方
替
」
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仕
候
二
付
、
今
日
美
濃
守
殿
之
詰
日
へ
此
方
罷
出
候
二
付
、
四
シ
打
一
寸
五
分
之
出
宅
二
而
致
登
城
候
、
例
之
通
伺
御
機
嫌

（
廣
叫
）

｛
忠
任
）

之
恐
悦
申
上
、
夫
合
退
出
致
候
、
今
日
之
本
詰
久
世
出
雲
守
殿
二
も
被
差
替
、
水
野
織
部
殿
被
致
出
仕
候
二
付
、
相
詰
織
部
殿

也
殿
中
向
何
之
相
替
儀
も
無
之
候
（
後
略
）

こ
こ
で
は
翌
日
の
「
詰
日
」
に
つ
い
て
稲
葉
丹
後
守
か
ら
用
事
が
あ
る
と
の
こ
と
で
「
差
替
」
の
依
頼
が
あ
り
、
土
屋
は
こ
れ
を
受

け
入
れ
た
が
、
実
は
土
屋
も
翌
日
用
事
が
あ
っ
た
た
め
、
改
め
て
板
倉
美
濃
守
へ
「
差
替
」
を
依
頼
し
た
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
稲
葉

ｌ
土
屋
ｌ
板
倉
の
三
者
間
に
お
け
る
「
三
方
替
」
が
成
立
し
た
。
先
の
例
で
は
三
者
間
の
「
詰
日
」
が
そ
れ
ぞ
れ
入
れ
替
わ
る
様
子
が

見
て
取
れ
た
が
、
今
回
は
稲
葉
が
土
屋
の
「
詰
日
」
を
勤
め
る
「
返
詰
」
の
日
程
ま
で
は
決
め
ら
れ
て
い
な
い
。
通
常
の
「
差
替
」
と

同
じ
よ
う
に
依
頼
と
同
時
双
方
向
的
に
「
差
替
」
ｌ
「
返
詰
」
を
取
り
決
め
る
の
で
は
な
く
、
ひ
と
ま
ず
は
当
面
の
「
詰
日
」
の
勤
め
に

「
三
方
替
」
と
称
し
て
い
る
。
「
差
替
」
に
は
後
日
に
「
差
替
」
え
て
も
ら
っ
た
相
手
の
「
詰
日
」
を
勤
め
る

「
返
詰
」
が
付
随
し
た
が
、
稲
葉
ｌ
土
屋
の
間
で
は
、
依
頼
し
た
時
点
で
す
で
に
両
者
の
「
詰
日
」
を
入
れ
替

え
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
「
返
詰
」
の
文
言
は
見
ら
れ
な
い
。
久
世
に
対
し
て
は
土
屋

が
久
世
の
「
詰
日
」
と
な
る
七
日
に
「
返
詰
」
を
行
う
こ
と
が
「
申
合
」
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
差

替
」
え
た
「
詰
日
」
を
も
う
一
段
階
「
差
替
」
え
る
こ
と
を
「
三
方
替
」
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に

見
る
史
料
も
同
様
な
例
で
あ
る
。

（
肥
）

（
例
２
閣
図
２
参
照
）（

正
甫
（
正
銭
ご

一
明
日
稲
葉
丹
後
守
殿
詰
日
之
処
、
用
事
二
而
差
替
之
義
被
相
頼
候
二
付
、
明
日
丹
後
守
殿
詰
日
へ
此

（
卿
氏
）

方
罷
出
可
申
候
処
、
明
日
者
此
方
も
用
事
有
之
候
二
付
、
又
候
板
倉
美
濃
守
殿
江
相
頼
、
三
方
替
二

致
、
今
日
之
美
濃
守
殿
詰
日
へ
此
方
罷
出
、
明
日
之
丹
後
守
殿
之
詰
日
へ
此
方
為
代
美
濃
守
殿
被
致
出

図2宝暦4年3月23日条の「三方替」例
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欠
員
が
出
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

（
醗
方
）

一
今
日
詰
日
之
処
、
此
間
間
部
若
狭
守
殿
十
三
日
之
詰
日
江
此
方
致
出
仕
候
二
付
、
右
之
為
返
詰
十
四
日

（
松
平
県
適
）

之
松
能
州
之
詰
日
江
若
狭
殿
被
致
出
仕
候
二
付
三
方
替
二
相
成
り
、
今
日
之
此
方
之
詰
日
江
能
州
被
致
出

仕
候
二
付
、
今
日
出
仕
不
致
、
其
外
何
方
へ
も
不
罷
出
在
宿
、
何
之
相
替
儀
も
無
之
、
尤
今
日
之
相
詰
三

〈
義
次
〉

浦
主
斗
頭
殿
へ
差
替
二
而
松
能
州
出
仕
候
段
今
朝
以
手
紙
申
遣
候

「
詰
日
割
」
で
は
十
八
日
が
「
詰
日
」
に
充
て
ら
れ
て
い
た
土
屋
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
よ
り
前
の
十
三
日
に
間

部
若
狭
守
の
「
差
替
」
と
し
て
出
仕
し
た
。
通
常
で
あ
れ
ば
土
屋
の
「
詰
日
」
に
間
部
が
出
仕
す
る
形
で
「
返

詰
」
を
行
う
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
と
き
は
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
十
四
日
の
松
平
能
登
守
の
「
詰
日
」
へ
間

部
が
土
屋
の
「
返
詰
」
と
し
て
出
仕
し
、
こ
れ
に
よ
り
土
屋
ｌ
間
部
ｌ
松
平
の
間
で
の
「
三
方
替
」
と
い
う
扱
い

に
し
た
の
で
あ
る
。
「
返
詰
」
は
「
差
替
」
え
て
も
ら
っ
た
相
手
に
対
し
て
直
接
行
わ
れ
る
こ
と
を
見
て
き
た
が
、

こ
こ
で
は
第
三
者
の
「
詰
日
」
を
巻
き
込
ん
だ
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
何
故
間
部
が
松
平
と
「
詰
日
」
を
交
換
す

る
形
を
と
っ
た
か
こ
こ
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
が
、
土
屋
は
こ
れ
を
十
三
日
の
「
返
詰
」
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
そ
こ
に
は
相
互
で
「
詰
日
」
を
補
填
す
る
共
通
意
識
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
が
、
「
相
詰
」
へ
の
対
応
の
部
分
で
、
「
相
詰
三
浦
主
計
頭
へ
差
替
二
而
松
能

【
パ
タ
ー
ン
２
「
返
詰
」
に
伴
う
「
三
方
替
」
】

次
に
掲
げ
る
史
料
は
上
記
二
例
で
み
た
「
差
替
」
を
依
頼
し
た
も
の
で
は
な
く
、
「
返
詰
」
を
「
三
方
替
」
し
た
例
で
あ
る
。

（
四
一

（
例
３
恥
図
３
参
照
）

一
今
日
詰
日
才

｢三方替」例18日条の図3宝暦4年6月
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13日 14日 18日

本詰（詰日割） 間部若狭守 松平能登守 土屋能登守

差替 十犀能登守 (松平能登守） (土屋能登守）

返詰

→三方替

(土屋能登守） 松平能登守

→間部若狭守

(間部若狭守）

→松平能登守



間
、
雲
州
申
談
、
三
方
替
二
致
候
而
今
日
拙
者
詰
日
へ
此
間
之
伊
豆
守
殿
江
返
詰
秀
雲
州
出
仕
二
而
詰
日
罷
出
不
申
、
其
外
今

（
澗
井
恩
典
）

日
者
何
方
へ
も
不
罷
出
、
終
日
在
宿
相
替
義
も
無
之
候
、
尤
相
詰
一
聿
稚
剛
｝
江
今
日
久
世
氏
出
仕
候
段
昨
夕
申
遣
候
事

話
は
一
昨
日
の
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
三
月
六
日
、
こ
の
日
は
松
平
伊
豆
守
の
「
詰
日
」
で
あ
っ
た
が
、
久
世
出
雲
守
が
「
返
詰
」
と

し
て
出
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
こ
の
史
料
だ
け
で
は
何
日
の
「
差
替
」
分
の
「
返
詰
」
で
あ
る
か
判
断
で
き
な
い
）
。
し
か
し

久
世
か
ら
土
屋
に
対
し
て
六
日
に
出
仕
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
が
あ
り
、
土
屋
は
こ
れ
に
受
け
る
形
を
と
っ
た
。
こ
の
時
点
で
は
土
屋
ｌ

松
平
間
で
の
差
替
が
成
立
し
て
い
る
と
も
と
れ
る
（
実
際
に
六
日
の
記
事
で
は
松
平
と
の
「
差
替
」
で
出
仕
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
）
。

そ
し
て
八
日
と
な
り
、
こ
の
日
が
「
詰
日
」
と
な
っ
て
い
る
土
屋
に
対
し
て
松
平
が
「
返
詰
」
と
し
て
出
仕
す
る
手
筈
と
な
っ
て
い
た

州
出
仕
」
す
る
と
手
紙
で
伝
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
土
屋
Ｉ
（
間
部
）
ｌ
松
平
の
間
で
は
、
こ
の
と
き
の
松
平
は

間
部
の
土
屋
に
対
す
る
「
返
詰
」
の
「
代
」
と
し
て
の
出
仕
と
の
共
通
認
識
で
あ
る
が
、
土
屋
ｌ
三
浦
間
で
は

こ
れ
を
単
に
「
差
替
」
と
し
て
伝
え
て
い
る
。
複
雑
な
「
三
方
替
」
の
い
き
さ
つ
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、

「
差
替
」
え
た
こ
と
に
よ
り
自
分
（
土
屋
）
で
は
な
く
、
松
平
が
出
仕
し
て
い
る
と
い
う
事
実
の
み
を
伝
え
る

だ
け
で
十
分
で
あ
っ
た
た
め
と
い
え
よ
う
。

次
の
例
も
「
返
詰
」
か
ら
「
三
方
替
」
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
釦
）

（
例
４
坤
図
４
参
照
）

（
佃
個
）

（
贋
明
）

一
今
日
拙
者
義
詰
日
之
処
、
一
昨
日
松
平
伊
豆
守
殿
詰
日
へ
兼
而
久
世
雲
州
為
返
詰
可
致
出
仕
候
処
、

亦
候
拙
者
へ
雲
州
頼
二
付
、
一
昨
日
伊
豆
殿
詰
日
へ
拙
者
義
致
出
仕
候
二
付
、
右
為
返
詰
今
日
拙
者
詰

日
へ
伊
豆
守
殿
被
致
出
仕
候
様
二
申
遣
候
処
、
伊
豆
殿
不
快
二
付
、
久
世
氏
申
談
候
様
二
と
被
申
越
候

図4宝暦9年3月8日条の「三方替」例
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宝暦期詰衆の「詰日」と「外勤」

も
の
の
、
松
平
自
身
が
「
不
快
」
の
た
め
出
仕
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
松
平
側
か
ら
こ
の
日
の
出
仕
に
つ
い
て
久
世
と
相
談

し
て
ほ
し
い
旨
の
話
が
あ
り
、
そ
の
結
果
「
三
方
替
」
に
し
て
土
屋
の
「
詰
日
」
へ
久
世
が
出
仕
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
は
ま
た
松
平

へ
の
「
返
詰
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
「
返
詰
」
は
本
来
六
日
に
松
平
の
「
詰
日
」
へ
久
世
が
行
う
べ
き
と
こ
ろ
の
「
返

詰
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
六
日
に
土
屋
が
出
仕
し
た
こ
と
に
対
す
る
松
平
に
よ
る
「
返
詰
」
は
後
日
改
め
て
達
成
さ
れ
る
も
の
と

し
て
、
土
屋
ｌ
久
世
間
で
話
し
合
い
が
も
た
れ
た
結
果
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

右
に
挙
げ
た
例
で
は
、
六
日
の
松
平
の
「
詰
日
」
に
対
し
て
久
世
（
の
「
返
詰
」
）
か
ら
結
果
的
に
土
屋
の
出
仕
へ
と
流
れ
て
い
る

た
め
、
三
者
間
で
「
詰
日
」
を
交
換
し
て
い
る
と
も
捉
え
ら
れ
、
見
方
に
よ
っ
て
は
六
日
と
八
日
と
で
二
重
に
「
三
方
替
」
が
行
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
土
屋
は
こ
の
六
日
の
出
仕
を
「
差
替
」
に
よ
る
も
の
と
認
識
し
、
直
接
的
に
は
久
世
か
ら
の

依
頼
で
出
仕
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
「
返
詰
」
を
松
平
に
求
め
て
い
る
。

こ
こ
で
は
や
や
複
雑
に
見
え
る
も
の
の
、
三
者
間
で
の
「
詰
日
」
の
転
換
と
い
う
図
式
に
変
わ
り
は
な
く
、
そ
こ
に
は
「
壱
人
詰
」

に
し
な
い
相
互
補
填
の
仕
組
み
を
備
え
て
い
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
、
「
三
方
替
」
の
認
識
は
当
人
同
士
の
判
断
に

よ
る
も
の
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
、
最
後
に
三
者
間
の
「
三
方
替
」
か
ら
二
者
間
「
差
替
」
に
認
識
を
改
め
た
例
を
紹
介
し
た
い
。

（
割
）

（
例
５
）

一
ａ

一

（
正
泄
）
（
正
削
（
正
益
）
）

今
日
松
平
備
州
詰
日
へ
稲
葉
丹
後
守
殿
為
返
詰
可
被
致
出
仕
筈
之
処
、
昨
夜
中
合
持
病
気
二
而
難
被
致
出
仕
、
備
州
方
へ
断

も
被
申
越
か
た
く
候
間
、
拙
者
義
備
州
詰
日
へ
丹
後
守
殿
為
代
致
出
仕
候
様
二
と
今
朝
六
半
時
前
被
申
越
候
間
、
承
知
之
旨
申

遣
、
今
日
備
州
詰
日
へ
丹
後
守
為
代
拙
者
義
致
出
仕
候
付
、
四
シ
時
打
四
半
至
出
宅
二
而
直
二
致
登
城
候
（
後
略
）

今
日
備
州
詰
日
へ
丹
後
守
殿
為
代
拙
者
義
致
出
仕
候
間
、
三
方
替
之
心
得
二
存
候
処
、
丹
後
守
殿
合
両
度
迄
自
筆
手
紙
二
而

今
日
備
州
与
拙
者
之
差
替
二
致
可
然
旨
申
越
候
間
、
兎
二
角
も
丹
後
守
殿
存
寄
次
第
二
可
致
旨
申
遣
、
今
日
者
備
州
と
拙
者
差
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替
被
致
候
、
依
之
今
夕
備
州
方
へ
以
手
紙
其
段
申
遣
、
殿
中
相
替
義
も
無
之
段
申
遣
候
事

こ
の
日
松
平
備
前
守
の
「
詰
日
」
で
あ
っ
た
が
、
稲
葉
丹
後
守
が
「
返
詰
」
と
し
て
出
仕
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
稲
葉
が
病

の
た
め
出
仕
で
き
な
く
な
り
、
代
わ
り
の
出
仕
を
土
屋
へ
依
頼
し
承
諾
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
土
屋
の
認
識
と
し
て
は
松
平
ｌ
稲
葉
ｌ
土

屋
の
三
者
間
で
の
「
三
方
替
」
が
成
立
し
、
こ
れ
の
「
返
詰
」
は
稲
葉
が
勤
め
る
こ
と
で
完
結
す
る
様
相
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
と

き
に
稲
葉
か
ら
の
依
頼
で
今
回
の
「
三
方
替
」
を
解
消
し
、
土
屋
ｌ
松
平
間
の
「
差
替
」
に
し
て
ほ
し
い
と
持
ち
か
け
が
あ
っ
た
。
土

屋
は
こ
の
要
求
を
受
け
入
れ
、
松
平
と
は
「
差
替
」
を
行
っ
た
こ
と
と
し
、
そ
の
旨
を
松
平
に
も
伝
え
た
。
後
日
に
は
松
平
が
今
回
の

「
返
詰
」
と
し
て
土
屋
の
「
詰
日
」
へ
出
仕
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
詰
日
」
の
「
三
方
替
」
と
は
三
者
間
で
「
詰
日
」
を
「
差
替
」
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
お
互
い
の
都
合

に
合
わ
せ
な
が
ら
も
「
壱
人
詰
」
と
な
ら
な
い
よ
う
に
補
填
で
き
る
体
制
を
維
持
し
た
結
果
と
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。
二
者
間
で
一
度
「
差
替
」
を
行
っ
た
後
に
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
出
仕
で
き
な
く
な
る
状
況
が
こ
の
時
期
の
詰
衆
に
は
起

こ
っ
て
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
こ
こ
に
見
た
土
屋
の
周
囲
だ
け
に
限
っ
て
発
生
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、

詰
衆
全
体
に
見
ら
れ
る
現
象
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
故
に
互
い
の
事
情
を
察
す
る
こ
と
に
よ
り
相
互
補
填
の
体
制
を
整
え
て
い
た
と

Ｊ
も
い
む
え
よ
、
っ
。

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
先
に
見
た
相
互
補
填
の
制
度
を
利
用
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
「
詰
日
」
の
出
仕
を
断
っ
て

い
た
の
か
で
あ
る
。
常
に
二
、
三
人
の
出
仕
を
求
め
ら
れ
、
そ
れ
故
詰
衆
と
も
称
さ
れ
る
彼
ら
に
あ
っ
て
、
そ
の
「
詰
日
」
の
勤
め
を

三
詰
衆
の
「
外
勤
」
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宝暦期詰衆の「詰日」と「外勤」

他
者
を
取
り
替
え
て
で
も
従
事
し
た
も
の
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
そ
の
答
え
の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ
そ
う
な
一
文
を
示

土
屋
は
「
詰
日
」
で
は
あ
っ
た
が
、
久
世
出
雲
守
と
「
差
替
」
を
行
い
、
「
外
勤
と
し
て
」
堀
田
相
模
守
（
老
中
）
、
板
倉
美
濃
守

（
詰
衆
）
、
奥
平
大
膳
大
夫
の
三
軒
を
訪
問
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
宝
暦
期
の
詰
衆
に
は
「
外
勤
」
（
あ
る
い
は
「
外
相
勤
候
」
）

と
称
し
て
他
家
へ
訪
問
し
て
い
る
こ
と
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
訪
問
理
由
等
に
つ
い
て
は
様
々
で
あ
り
、
詳
細
な
分
析
は
今
後
の

検
討
課
題
と
し
た
い
が
、
次
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
正
月
年
明
け
の
「
年
礼
」
つ
ま
り
は
年
始
挨
拶
や
、
季
節
ご
と
の
暑
気
見
舞
・
寒
気

見
舞
、
あ
る
い
は
参
勤
交
代
に
伴
う
参
府
御
礼
・
御
暇
御
礼
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
忠
胤
）

一
今
日
此
方
詰
日
之
処
、
年
礼
相
勤
候
二
付
大
久
保
城
州
昨
日
詰
日
と
差
替
二
而
今
日
者
城
州
被
致
出
仕
候
故
、
詰
日
二
者
不

（
正
前
（
正
益
ご

（
唐
明
）

（
忠
任
）

罷
出
候
、
相
詰
稲
葉
丹
後
殿
二
も
差
替
、
今
日
久
世
氏
出
仕
之
由
、
水
野
氏
二
者
休
二
被
致
候
間
、
出
仕
無
之
候
、
且
又
明
十

日
上
野
御
霊
屋
江
公
方
様
五
シ
半
時
之
御
供
揃
二
而
御
参
詣
被
仰
出
候
段
大
久
保
城
州
合
手
紙
二
而
申
来
、
其
段
夕
方
同
席

（
認
）

中
江
今
日
詰
日
之
衆
さ
之
廻
状
も
来
ル

こ
こ
で
は
先
に
見
た
「
休
日
」
者
に
依
頼
す
る
こ
と
も
な
く
、
「
差
替
」
に
よ
っ
て
「
詰
日
」
を
入
れ
替
え
、
「
詰
日
」
を
勤
め
る
こ

（
露
）

し
た
い
。

（
廣
明
）

一
今
日
詰
日
之
処
、
久
世
雲
州
相
頼
差
替
、
今
日
此
方
詰
日
へ
雲
州
被
致
出
仕
候
二
付
、
詰
日
二
者
不
罷
出
、
外
勤
と
し
て
四

ッ
時
之
出
宅
二
而
左
之
通
勤
ル

（
眼
亮
）

（
中
略
）
堀
田
相
模
守
殿（

碍
武
）

（
中
略
）
板
倉
美
濃
守
殿（

呂
戟
）

（
中
略
）
奥
平
大
膳
大
夫
殿

（
中
略
）

（
中
略
）

（
中
略
）

（
後
略
）
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記
録
が
残
っ
て
い
る
宝
暦
二
年
十
二
月
か
ら
同
十
年
一
月
ま
で
の
う
ち
年
間
を
通
じ
て
「
外
勤
」
の
確
認
が
で
き
る
の
は
宝
暦
三
年

か
ら
同
九
年
ま
で
で
あ
る
（
宝
暦
十
年
一
月
以
降
も
日
記
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
月
以
降
奏
者
番
に
就
任
す
る
た
め
、
検
討
対
象

に
は
含
め
な
か
っ
た
）
。
年
ご
と
の
「
外
勤
」
件
数
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
Ａ
で
、
こ
の
六
年
間
を
見
る
と
、
全
訪
問
件
数
は

四
五
五
四
件
と
な
り
年
平
均
七
五
九
件
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
訪
問
件
数
に
は
、
月
に
よ
っ
て
差
異
が
認
め
ら
れ
る
（
表
Ａ
参
照
）
。
月
別
に
見
た
場
合
、
対
象
と
し
た
六
年
間
で

最
も
訪
問
件
数
が
多
か
っ
た
の
は
正
月
で
あ
り
、
全
体
の
二
七
・
五
％
を
占
め
る
。
そ
の
主
な
訪
問
理
由
と
な
っ
て
い
る
の
は
先
に
見

た
年
始
御
礼
で
あ
る
。
要
職
者
へ
の
訪
問
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
尾
張
・
紀
伊
・
水
戸
の
御
三
家
、
井
伊
家
な
ど
の
溜
詰
大
名
、
あ
る

い
は
同
席
（
詰
衆
）
大
名
や
外
様
大
名
、
さ
ら
に
は
旗
本
に
ま
で
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
年
間
を
通
し
て
こ
の
正
月
の
年

始
御
礼
に
し
か
訪
問
し
て
い
な
い
相
手
先
も
数
多
く
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
、
正
月
の
「
外
勤
」
は
、
二
十
％
弱
の
年
か
ら
と
き
に
は

三
十
％
を
超
え
る
年
も
あ
っ
た
が
、
全
体
の
三
割
近
い
数
が
こ
こ
に
集
中
す
る
要
因
は
同
じ
相
手
に
何
度
も
訪
問
を
重
ね
て
い
る
の
で

は
な
く
、
よ
り
多
く
の
相
手
へ
年
始
御
礼
を
行
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

月
別
に
よ
る
訪
問
件
数
の
差
異
は
他
の
理
由
も
存
在
し
、
御
暇
と
な
り
江
戸
を
離
れ
た
際
に
は
当
然
の
ご
と
く
「
外
勤
」
し
て
い
る

様
子
は
な
い
。
す
で
に
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
こ
の
土
屋
家
も
九
月
か
ら
三
月
を
国
許
で
過
ご
す
半
年
代
の
参
勤
交

土
屋
の
日
記
中
に
は
こ
う
し
た（

割
）

も
意
識
し
た
書
式
を
と
っ
て
い
る
。

的
に
分
析
す
る
こ
と
を
試
み
、
「
誰

一
面
を
展
開
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

と
な
く
、

年
始
の
挨
拶
廻
り
を
優
先
し
て
い
る
。

日
記
中
に
は
こ
う
し
た
「
外
勤
」
に
よ
る
外
出
訪
問
先
の
記
載
が
一
軒
ず
つ
記
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
訪
問
し
た
順
番
ま
で

（
割
）

た
書
式
を
と
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
日
記
中
に
見
ら
れ
る
土
屋
の
「
外
勤
」
先
、
す
な
わ
ち
外
出
訪
問
先
を
数
量

す
る
こ
と
を
試
み
、
「
詰
日
」
よ
り
も
優
先
さ
れ
て
い
た
部
分
さ
え
垣
間
見
ら
れ
る
こ
の
現
象
を
探
り
、
詰
衆
の
さ
ら
な
る
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宝暦期詰衆の「詰日」と「外勤」

表A年月別訪問件数および割合

※宝暦4年～宝暦9年の「勤向虻日記」「土浦在城中【l妃」（国文学研究資料館蔵「常陸国土浦土屋家文啓｣）に

より作成。

（
鰯
）

代
と
さ
れ
て
い
た
。
対
象
と
し
た
こ
の
時
期
に
は
実
際
に
土
浦
で
過
ご
し
て
い
る

の
は
長
く
て
二
ヶ
月
程
度
で
あ
り
、
九
月
に
国
許
へ
向
か
っ
て
か
ら
十
二
月
中
旬

ま
で
に
は
帰
府
し
て
い
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
唯
一
訪
問
が
見
ら
れ
る
の
は
病
等
を

理
由
に
国
許
へ
の
出
発
を
遅
ら
せ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
挨
拶
廻
り
で
訪
問
を
行
っ

一
郡
）

て
い
る
例
の
み
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
病
等
に
よ
っ
て
外
出
が
難
し
く
な
っ
た
際
に
は
「
外
勤
」
を
控
え
「
終

日
在
宿
」
に
て
過
ご
し
た
。
病
に
よ
っ
て
外
出
で
き
な
い
期
間
は
、
そ
の
症
状
に

よ
っ
て
区
々
で
あ
り
、
時
に
は
二
十
日
も
の
間
外
出
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
っ

た
。
そ
れ
以
外
に
も
忌
や
産
稜
に
よ
っ
て
外
出
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場

合
定
め
ら
れ
た
日
数
を
経
過
す
る
ま
で
「
外
勤
」
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

月
別
に
見
る
と
以
上
の
よ
う
に
正
月
で
約
二
～
三
割
を
占
め
る
一
方
、
十
月

十
一
月
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
残
り
の
二
～
八
月
、
お
よ
び
十
二

月
の
九
ヶ
月
間
は
七
～
十
二
％
の
間
を
推
移
す
る
。
こ
の
間
は
固
定
し
た
相
手
先

へ
訪
問
し
て
い
る
時
期
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
訪
問
先
を
見
る
と
要

職
者
へ
の
各
種
見
舞
、
縁
戚
者
へ
の
訪
問
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
（
後
述
）
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
年
間
を
通
し
て
の
「
外
勤
」
に
は
一
定
の
パ
タ
ー
ン
が
認
め

ら
れ
る
。
ま
ず
正
月
は
年
始
御
礼
を
行
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
訪
問
先
も
最
も
多

い
。
年
に
一
度
し
か
訪
問
し
な
い
家
も
あ
り
、
そ
れ
故
二
月
に
入
っ
て
も
年
始
御
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肪問件数 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 閏月 合針

宝解4年
142

19.1％

帥

8.1％

43

5.8％

45

6.1％

57

％

甑）

12．1％

55

％

75

10.1％

57

％

0

％

0

0．0％

67

9.0％

52

7.0％

743

宝暦5年
219

躯5％

43

％

52

％

63

82％

65

85％

76

9.9％

49

％

89

11.6％

釣

5.1％

0

0.0％

0

0.0％

73

％

7鴎

宝暦6年
鋤7

27,％

弱

％

33

4.3％

49

％

61

80％

75

9.8％

98

12.8％

20

2.6％

101

13.2％

16

2.1％

17

2.2％

33

4.3％

一 7“

宝解7年
226

31.7％

34

4.8％

41

％

31

4.4％

17

％

86

12.1％

49

％

76

10．7％

“

％

0

％

15

21％

71

10.0％ －

712

宝暦8年
211

260％

43

％

61

％

85

10．5％

63

％

98

12.1％

55

％

103

12.7％

39

4.8％

0

％

17

2,1％

36

4.4％

一 811

宝暦9年
劉7

329％

51

％

45

6.0％

59

％

42

％

59

％

63

％

36

4.8％

15

2.0％

0

q0％

0

0．0％

81

10.8％

53

7.1％

751

月毎小計
1252

27.5％

銘7

6.3％

275

％

332

7.3％

鋤5

％

484

10．6％

369

8.1％

3”

8.8％

317

7，％

16

％

49

1．1％

361

％

105

％

4551



表B月毎の外出日数

在城中日記」（国文学研究資料館蔵「常陸園＋浦土麗家文谷｣）に※宝暦4年～宝暦9年の「勤向虻日記」「土浦

より作成。

礼
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
る
年
も
あ
る
が
、
正
月
に
比
べ
る
と
格
段
に
そ
の
数
は
少
な
く
な
る
。
以

降
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
は
拝
領
物
に
対
す
る
御
礼
等
で
老
中
へ
の
訪
問
が
見
ら
れ
る
ほ
か
は
、

特
に
主
だ
っ
た
訪
問
は
な
い
。
六
月
も
同
様
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
ろ
よ
り
暑
気
見
舞
に
よ
る
「
外

勤
」
が
行
わ
れ
る
も
の
の
、
先
に
見
た
年
始
御
礼
の
よ
う
な
大
規
模
な
訪
問
は
行
わ
れ
な
い
。
正
月

に
次
い
で
訪
問
数
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
る
の
は
、
こ
の
六
月
で
あ
り
、
そ
れ
は
こ
の
暑
気
見
舞
に

よ
る
影
響
で
あ
る
。
暑
気
見
舞
が
終
わ
る
と
、
土
屋
家
の
場
合
で
い
え
ば
そ
れ
以
降
が
御
暇
と
な
っ

て
一
旦
江
戸
を
離
れ
、
十
二
月
に
参
府
し
た
際
に
そ
の
御
礼
廻
り
と
寒
気
見
舞
を
行
う
と
い
う
サ
イ

ク
ル
で
行
わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
土
屋
が
宝
暦
四
年
正
月
か
ら
同
九
年
十
二
月
ま
で
の
外
出
し
た
日
数
と
、
先
に
見
た
訪

問
件
数
と
の
関
連
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
ま
ず
は
表
Ｂ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
訪
問
件
数
で
は
正

月
の
そ
れ
が
突
出
し
て
い
た
が
、
外
出
日
数
は
各
月
区
々
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
正

月
に
お
い
て
は
一
日
あ
た
り
の
訪
問
件
数
が
き
わ
め
て
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
九

月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
の
国
許
滞
在
期
間
が
絡
む
時
期
を
除
く
正
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
平
均

外
出
日
数
は
一
五
・
一
日
と
な
り
、
実
に
月
の
半
分
は
外
出
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
詰
衆
に
は

「
詰
日
」
の
た
め
の
登
城
が
、
こ
の
頃
は
三
～
四
日
に
一
度
く
ら
い
の
割
合
で
行
わ
れ
て
い
て
、
か

四
訪
問
日
数
と
訪
問
件
数
と
の
関
連
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外出日数 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 聞月 合計

宝暦4年 5 8 17 15 14 11 18 17 5 0 0 9 16 135

宝暦5年 18 16 19 16 18 17 13 18 5 0 0 9 0 149

宝暦6年 15 17 8 18 21 17 型 7 16 2 2 4 0 151

宝暦7年 16 9 16 7 6 17 13 16 9 0 1 10 0 120

宝暦8年 14 8 16 15 18 22 15 21 6 0 1 3 0 139

宝暦9年 19 16 16 18 14 20 15 9 1 0 0 11 18 157

月毎小計 87 74 92 89 91 104 98 鯛 42 2 4 46 34 閲1



と「外勤」

こ
の
こ
と
は
す
で
に
述
べ
て
い
る
と
と
お
り
、
年
始
御
礼
は
一
年
間
の
う
ち
に
最
も
多
く
の
家
に
、
し
か
も
わ
ず
か
な
期
間
の
う
ち

に
集
中
的
に
行
わ
れ
、
そ
れ
は
要
職
者
に
限
ら
ず
、
徳
川
一
門
・
溜
詰
・
同
席
・
旗
本
等
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
多
岐
に
わ
た
る
訪
問

先
が
見
ら
れ
る
事
象
と
捉
え
ら
れ
る
。
何
日
も
経
過
し
て
行
わ
れ
る
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
正
月
後
半
に
な
る
と
日
記
文
言
に
も

（
”
）

「
年
明
未
懸
御
目
不
申
候
二
付
」
と
し
て
訪
問
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
始
挨
拶
は
年
明
け
早
々
に
済
ま
せ
る
も
の
と
し
て
十
分
認
識

さ
れ
て
い
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

っ
「
詰
日
」
の
勤
め
掛
け
に
見
舞
等
の
訪
問
を
行
う
こ
と
も
あ
り
、
頻
度
と
し
て
は
こ
う
し
た
外
出
が
日
常
行
動
の
大
半
を
占
め
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
（
こ
こ
に
は
「
詰
日
」
と
し
て
の
勤
務
日
数
と
照
合
し
て
い
く
こ
と
が
必
須
と
思
わ
れ
る
が
、
別
の
機
会

ま
た
、
外
出
し
た
一
日
あ
た
り
の
訪
問
件
数
を
見
て
も
正
月
の
数
字
が
き
わ
め
て
多
い
こ
と
が
わ
か
る
（
表
Ｃ
参
照
）
。
こ
れ
は
あ

る
特
定
の
年
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
通
例
化
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
調
査
対
象
と
し
た
六
年
間
の
外
出
日
す
べ
て
に
つ
い
て
そ

の
訪
問
件
数
を
調
べ
た
結
果
、
そ
の
多
さ
で
上
位
と
な
っ
て
い
る
の
は
い
ず
れ
も
正
月
で
あ
り
、
し
か
も
一
日
（
元
旦
～
十
日
ま
で

で
明
ら
か
に
し
た
い
）
。

の
間
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。

※宝孵4年～宝暦9年の｢動

向覚日記」「土浦在城中

日記」（国文学研究資料

館蔵「常陸国士浦土駄

家文香｣）により作成。

※年月日の読み方は「宝

勝○年○月○日」の略。

「90108｣=｢宝暦9年1月

811」となる。
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年月日 訪問件数

901肥 48

80103 41

90105 38

40103 37

60104 37

50104 36

40104 35

50102 35

80102 34

70102 33

40102 32

60102 32

50105 28

40105 27

70107 27

80107 26

70103 25

81227 25

50109 24

“103 24



宝
暦
四
年
か
ら
の
六
年
間
で
最
も
多
く
訪
問
し
て
い
る
相
手
は
、
老
中
堀
田
相
模
守
正
亮
で
あ
り
、
そ
の
数
は
二
七
○
回
で
あ
っ

た
。
こ
の
う
ち
「
逢
」
「
懸
御
目
」
と
の
文
言
か
ら
実
際
に
対
面
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
が
二
七
回
で
、
割
合
で
言
え
ば
約
四
割

で
実
現
さ
せ
て
い
る
。
平
均
す
る
と
月
に
二
～
三
度
の
訪
問
を
試
み
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
注
目
さ
れ
よ
う
。

老
中
に
対
し
て
は
「
詰
日
」
の
勤
め
が
あ
る
と
き
に
も
登
城
し
て
、
老
中
に
よ
る
「
廻
り
」
の
際
に
「
伺
御
機
嫌
」
を
し
て
い
る
の

に
加
え
、
こ
う
し
た
「
外
勤
」
に
よ
っ
て
で
も
顔
見
せ
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
詰
衆
だ
け
が
老
中
へ
の
訪
問
を
行
っ

て
い
た
と
は
考
え
に
く
く
、
他
の
大
名
で
も
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
詰
衆
に
は
老
中
へ
の
訪
問
の
ほ
か
に
「
詰
日
」
に
お
け

る
接
触
機
会
が
あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
、
よ
り
「
詰
日
」
の
も
つ
意
味
が
増
し
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

堀
田
正
亮
に
次
い
で
多
い
訪
問
先
を
見
て
い
く
と
、
上
位
六
名
は
何
れ
も
が
老
中
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
土
屋
が
あ

る
特
定
の
老
中
に
の
み
訪
問
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
時
の
老
中
に
対
し
て
は
ほ
ぼ
均
等
に
訪
問
を
繰
り
返
し
て
い
た
と
い
え
、
し
か

も
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
訪
問
を
重
ね
て
い
た
と
い
う
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
分
析
対
象
と
し
た
こ
の
六
年
間
で
大
坂
城
代
か
ら
京
都
所
司
代
を
経
て
老
中
に
昇
進
し
た
松
平
右
京
大
夫
輝
高
へ
の
訪

問
を
考
え
て
み
た
い
。
宝
暦
四
年
か
ら
の
経
歴
を
見
る
と
大
坂
城
代
か
ら
同
六
年
五
月
七
日
に
京
都
所
司
代
と
な
り
、
同
八
年
一
○
月

記
中
に
示
さ
れ
た
「
外
勤
」

の
表
内
に
収
ま
っ
て
い
る
。

五
訪
問
先
別
に
み
る
詰
衆
の
「
外
勤
」

こ
れ
ま
で
は
訪
問
件
数
や
外
出
日
数
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
訪
問
先
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
表
Ｄ
は
日

中
に
示
さ
れ
た
「
外
勤
」
訪
問
先
で
訪
問
回
数
の
多
か
っ
た
上
位
二
○
名
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
訪
問
数
の
半
数
以
上
が
こ

80



宝暦期詰衆の「詰日」と「外勤」

問回数の多かった「外勤」先上位20名 一
八
日
に
老
中
へ
就
任
し
て
い
る
。
大
坂
城
代
・
京
都
所
司
代
時
代
に
も
土
屋
は
訪
問
を
行
っ
て
お
り
（
当
然
な
が
ら
直
接
会
え
て
い

る
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
後
述
す
る
が
老
中
へ
の
訪
問
に
お
い
て
も
、
会
う
こ
と
が
か
な
わ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
相
手

で
あ
っ
て
も
、
自
ら
の
訪
問
し
た
痕
跡
を
残
す
か
の
ご
と
く
訪
問
し
て
い
る
）
、
大
坂
城
代
時
代
に
は
宝
暦
四
年
に
三
回
、
同
五
年
四

回
、
同
六
年
三
回
と
な
り
、
京
都
所
司
代
時
代
に
は
宝
暦
六
年
六
回
、
同
七
年
三
回
、
同
八
年
に
四
回
を
数
え
た
。
こ
れ
が
老
中
に
な

る
と
一
変
し
、
同
九
年
に
三
三
回
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
松
平
輝
高
に
対
し
て
の
み
訪
問
を
重
ね
て
い
た
の
で
は
な
い
。
参
考
ま

で
に
こ
の
年
一
年
間
の
土
屋
に
よ
る
各
老
中
へ
の
訪
問
回
数
を
調
べ
る
と
、
堀
田
相
模
守
正
亮
へ
四
○
回
、
秋
元
但
馬
守
涼
朝
へ
三
一

回
（
西
丸
老
中
）
、
西
尾
隠
岐
守
忠
尚
・
酒

宝雁4年～宝暦9年の「勤向虻日記」「土浦在城中H3i

研究資料館蔵「常陸国土浦土屋家文啓｣）により作成

た
。
こ
の
よ
う
に
老
中
へ
の
訪
問
の
み
が
他

役
職
者
よ
り
も
多
く
な
り
、
そ
の
数
は
三
○

～
四
○
回
程
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

も
う
一
人
例
を
あ
げ
れ
ば
、
宝
暦
八
年
に

老
中
か
ら
雁
間
詰
大
名
と
な
っ
た
本
多
伯
耆

守
正
珍
へ
は
、
老
中
時
代
の
宝
暦
四
年
四
五

回
、
同
五
年
三
八
回
、
同
六
・
七
年
に
各

三
三
回
、
同
八
年
に
四
一
回
の
訪
問
を
行
っ

て
い
る
が
、
雁
間
詰
と
な
っ
て
か
ら
の
宝
暦
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氏名 摘要 訪問回数

堀田正亮 老中 270

秋元凉朝 西丸老中 232

酒井忠寄 老中 ”7

本多正珍 老中→詰衆 釦5

西尾忠尚 老中 狐

大岡忠光 御側御用取次→若年寄→御側御用取次 196

松平武元 老中 191

松平忠祗 帝鑑間席 142

田沼意次 御側御用取次 122

松平忠恒 若年寄 117

松平乗佑 帝鑑間席 115

板倉勝清 若年寄 107

小出英持 若年寄 97

酒井忠休 西丸若年寄 92

小堀政峯 詰衆→若年寄 67

稲葉正明 御側御用取次 66

奥平昌敦 帝鑑間席 64

牧野貞長 詰衆→奏者番 63

松平輝高 大坂城代→京都所司代→老中 60

戸田氏房 西丸若年寄 48



こ
の
「
登
城
前
」
の
面
会
は
月
番
老
中
に
は
用
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
「
月
番
故
不
申
逢
」
と
の
記
載
が
見
ら
れ
た
。

月
番
と
し
て
の
職
務
が
あ
っ
た
せ
い
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
注
目
し
た
い
の
は
先
に
見
た
す
べ
て
の
老
中
に
対
し
て
ほ
ぼ
同
数
の

訪
問
を
試
み
て
い
た
結
果
か
ら
も
推
察
で
き
る
よ
う
に
、
会
え
な
い
と
わ
か
っ
て
い
る
月
番
老
中
に
対
し
て
も
訪
問
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
こ
れ
は
本
人
に
直
接
会
っ
て
顔
見
せ
し
て
お
く
こ
と
が
本
来
の
目
的
に
か
な
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
あ
え
て
「
不
申
逢
」
老
中
Ⅱ

会
え
な
い
と
わ
か
っ
て
い
る
老
中
に
も
訪
問
し
て
い
る
こ
と
は
、
会
わ
ず
と
も
自
分
が
こ
の
と
き
に
訪
問
し
た
と
い
う
既
成
事
実
を
作

る
行
為
に
も
見
て
取
れ
る
。
会
え
な
く
て
も
訪
問
し
た
こ
と
は
残
し
て
お
き
た
い
と
い
う
考
え
が
働
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
老
中
以
外
、
と
く
に
同
席
大
名
に
対
し
て
は
「
兼
約
」
、
す
な
わ
ち
ア
ポ
イ
ン
ト
を
と
っ
た
上
で
の
訪
問
が
見
ら
れ
る
の
に

ま
た
老
中
が
登
城
す
る
「
出
掛
」
け
、
ま
た
は
「
登
城
前
」
の
面
会
も
可
能
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
「
逢
」
、

（
電
）

「
懸
御
目
」
け
る
こ
と
が
か
な
っ
て
い
る
例
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
と
き
の
老
中
は
五
、
六
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

登
城
す
る
前
に
す
べ
て
の
老
中
へ
訪
問
す
る
に
は
時
間
的
制
約
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
目
当
て
の
老
中
本
人
に
会
え
て
い
な
い
例
も
見
ら

（
鋤
）

れ
た
。 （

認
）

わ
か
る
。

九
年
に
は
九
回
の
み
の
訪
問
と
減
少
し
て
お
り
、
こ
の
数
字
は
他
の
同
席
大
名
同
様
と
な
り
、
や
は
り
老
中
へ
の
訪
問
が
多
か
っ
た
と

い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
、
就
任
時
期
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
老
中
に
も
満
遍
な
く
訪
問
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

訪
問
し
て
い
る
日
を
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
老
中
へ
の
訪
問
が
行
わ
れ
る
と
き
に
は
同
一
日
も
し
く
は
日
を
明
け
ず
に
一
斉
に
試
み

ら
れ
て
い
た
。
訪
問
す
る
順
番
に
つ
い
て
は
月
番
老
中
に
対
し
て
優
先
し
て
訪
問
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
と
え

ば
不
幸
が
あ
り
、
長
期
に
わ
た
っ
て
出
仕
を
断
っ
て
い
た
後
、
忌
明
け
と
な
っ
て
復
帰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
真
っ
先
に
訪
問
し

て
い
る
の
が
月
番
老
中
の
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
日
記
中
に
も
「
御
用
番
二
付
」
訪
問
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
と
が
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事
象
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

対
し
、
老
中
へ
約
束
等
を
し
て
訪
問
し
て
い
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
老
中
ら
へ
は
挨
拶
程
度
の
訪
問
で
、
同
席
大
名
間
で

は
、
諸
々
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
訪
問
理
由
に
よ
る
「
兼
約
」
の
有
無
は
存
在
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
ど

う
し
て
も
会
っ
て
お
き
た
い
相
手
な
ら
ば
約
束
を
し
た
上
で
訪
問
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
通
常
そ
の
よ
う
な
姿
は
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
訪

問
を
繰
り
返
し
て
そ
の
中
で
幾
度
か
会
え
て
い
る
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
詰
衆
に
と
っ
て
の
老
中
が
そ
の
よ
う
な
相
手

と
し
て
捉
え
て
い
た
か
ら
な
の
か
、
何
ら
か
の
規
定
が
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
何
か
の
機
会
に
つ
け
て
老
中
を
訪
問

し
、
た
と
え
会
え
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
て
も
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
る
点
は
注
目
で
き
よ
う
。
ど
う
し
て
も
会
っ
て
お
き
た
い
タ

イ
ミ
ン
グ
で
の
訪
問
で
は
、
一
度
の
訪
問
で
不
面
で
あ
っ
た
際
に
翌
日
に
も
続
け
て
訪
問
を
試
み
て
お
り
、
単
に
回
数
の
み
を
重
視
し

て
い
た
訳
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
詰
衆
に
と
っ
て
の
老
中
と
い
う
存
在
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
え
る
際
に
も
興
味
深
い

老
中
に
対
す
る
「
外
勤
」
は
、
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
「
詰
日
」
の
際
に
老
中
廻
り
の
「
伺
御
機
嫌
」
に
よ
っ
て
二
、
三
日
に
一

度
は
顔
を
合
わ
せ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
季
節
ご
と
の
見
舞
や
各
種
の
御
礼
の
た
め
に
は
個
別
に
も
会
っ
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
「
詰
日
」
は
、
詰
衆
と
い
う
い
わ
ば
半
役
職
的
立
場
か
ら
の
幕
府
に
対
す
る
勤
め
で
あ
り
、
個
別
訪

問
に
よ
る
「
逢
」
「
懸
御
目
」
の
た
め
の
「
外
勤
」
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
一
大
名
家
と
し
て
の
老
中
へ
の
勤
め
と
い
う
性
格
が
強

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
た
い
。
交
際
と
呼
ぶ
に
は
難
し
く
、
軽
度
の
紐
帯
か
も
し
れ
な
い
が
、
武
家
社
会
に
お
け
る
つ
な
が

（
釧
）

り
を
意
識
し
て
い
た
行
動
と
し
て
捉
え
た
い
。

次
に
目
を
引
く
の
は
御
側
御
用
取
次
へ
の
訪
問
数
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
大
岡
出
雲
守
忠
光
と
田
沼
主
殿
頭
意
次
へ
の
訪
問
数
が
目
立

（
型
）

ち
、
よ
り
将
軍
に
近
い
存
在
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
訪
問
を
重
ね
て
い
る
の
に
は
、
こ
の
時
代
の
特
徴
と
も
い
え
よ
う
。
以
下
若
年

寄
ら
要
職
者
の
名
前
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
合
間
を
縫
っ
て
帝
鑑
間
席
大
名
の
名
前
も
見
え
て
い
る
。
表
中
に
あ
る
松
平
主
殿
頭
忠
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祗
・
松
平
和
泉
守
乗
佑
・
奥
平
大
膳
大
夫
昌
敦
の
三
名
は
何
れ
も
土
屋
の
縁
戚
に
あ
た
る
。
そ
こ
で
は
料
理
を
振
る
舞
わ
れ
る
様
子
も

あ
り
、
要
職
者
へ
の
訪
問
と
は
少
し
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
も
含
め
て
「
外
勤
」
と
称
し
て
い
る
。

ま
た
、
詰
衆
は
先
に
見
た
「
詰
日
」
の
勤
め
に
お
い
て
、
頻
り
に
同
席
衆
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
欠
員
が
出
な
い
よ
う
に
奔
走
し
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
「
外
勤
」
先
に
お
い
て
も
こ
の
表
中
に
は
ほ
と
ん
ど
表
れ
て
こ
な
い
も
の
の
、
他
席
大
名
と
比
べ
れ
ば
そ
の
数
は

多
く
な
っ
て
い
た
。
上
位
に
名
を
連
ね
て
こ
な
い
理
由
と
し
て
は
、
や
は
り
「
詰
日
」
の
存
在
が
あ
っ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。
あ

（
血
行
）
〈
健
慶
）

る
「
詰
日
」
の
一
日
で
「
但
、
今
日
永
井
近
江
殿
相
詰
之
処
少
々
石
川
氏
へ
対
談
致
度
用
事
有
之
候
二
付
、
昨
日
石
川
氏
合
も
其
段
被

（
調
）

申
越
候
間
、
今
日
江
州
詰
日
と
差
替
被
申
候
」
と
あ
っ
て
、
「
詰
日
」
を
利
用
し
て
対
談
を
行
っ
て
お
り
、
同
席
間
に
お
け
る
情
報
の

や
り
と
り
や
各
種
取
り
決
め
は
「
外
勤
」
に
よ
る
訪
問
と
「
詰
日
」
と
の
二
重
構
造
に
も
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

宝
暦
期
に
お
け
る
詰
衆
の
姿
を
「
詰
日
」
の
勤
め
と
「
外
勤
」
に
よ
る
訪
問
数
か
ら
捉
え
て
み
た
。
そ
こ
に
は
「
休
日
」
に
よ
っ
て

「
詰
日
」
で
あ
っ
て
も
出
仕
し
な
い
日
を
設
け
、
ま
た
「
詰
日
」
を
「
三
方
替
」
す
る
こ
と
に
よ
り
各
々
の
都
合
に
合
わ
せ
た
出
仕
を

行
っ
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
「
詰
日
」
の
勤
め
自
体
は
他
の
時
代
の
も
の
と
違
い
は
見
ら
れ
な
い
が
、
大
き
な
特
徴
と
も
言
え
る
の

は
「
詰
日
」
で
あ
っ
て
も
「
外
勤
」
し
て
交
際
を
試
み
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
同
席
間
に
対
す
る
「
詰
日
」
の
勤
め
を
軸
と
し
て
横
の

つ
な
が
り
が
、
ま
た
「
外
勤
」
に
よ
っ
て
要
職
者
あ
る
い
は
縁
戚
者
と
の
縦
の
つ
な
が
り
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
そ
れ
ら
は
互

い
に
絡
み
合
っ
て
お
り
、
双
方
を
適
度
に
こ
な
す
こ
と
に
よ
り
幕
府
制
度
の
周
縁
的
立
場
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
と
く

に
こ
の
宝
暦
期
に
あ
っ
て
は
「
詰
日
」
の
勤
め
と
「
外
勤
」
と
で
そ
の
存
在
を
示
し
て
い
た
と
考
え
た
い
。
課
題
と
し
て
は
様
々
な

お
わ
り
に
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「
外
勤
」
の
内
容
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
も
の
が
あ
ろ
う
。
同
席
間
や
縦
の
つ
な
が
り
を
見
て
い
く
こ
と
で
「
詰
日
」

以
外
か
ら
の
詰
衆
独
自
の
事
象
を
見
出
す
こ
と
を
深
め
て
い
き
た
い
。

？T註
…ー

へ

3
－

（
４
）
「
勤
向
覚
日
記

（
５
）
「
詰
日
」
を
共

（
６
）
通
常
「
詰
日
」

表
し
て
い
た
。

（
７
）
「
詰
日
割
」
が

（
８
）
「
勤
向
覚
日
記

（
９
）
「
勤
向
覚
日
記

（
皿
）
「
勤
向
覚
日
記

（
ｕ
）
「
勤
向
覚
日
記

（
吃
）
「
勤
向
覚
日
記

（
過
）
「
勤
向
覚
日
記

（
ｕ
）
「
勤
向
覚
日
記

「
詰
日
割
」
が

拙
著
「
詰
衆
の
基
礎
的
考
察
」
（
「
国
士
舘
史
学
」
第
三
号
二
○
○
五
年
三
月
）
参
照
。

註
（
１
）
参
照
。
ま
た
、
松
尾
美
恵
子
氏
も
「
雁
之
間
詰
大
名
の
江
戸
勤
め
」
含
江
戸
東
京
博
物
館
研
究
紀
要
」
第
一
二
号
二
○
○
六
年
三
月
）

に
お
い
て
詰
衆
の
勤
務
形
態
に
つ
い
て
論
究
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。

本
稿
に
お
い
て
使
用
す
る
史
料
は
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
瞥
」
の
う
ち
、
宝
暦
年
間
に
お
け
る
土
屋
篤
直
の
日
記
で
あ

る
。
な
お
、
当
該
史
料
は
二
○
一
二
年
一
二
月
現
在
、
同
館
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
か
ら
の
閲
覧
が
可
能
で
あ
り
、
使
用
し
た
史
料
の
大
部
分
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
四
年
三
月
一
七
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
）

「
詰
日
」
を
共
に
勤
め
た
者
を
「
相
詰
」
と
称
し
て
い
た
。

通
常
「
詰
日
」
は
二
～
三
名
の
詰
衆
が
出
仕
し
て
お
り
、
出
仕
し
た
人
数
が
二
名
で
あ
れ
ば
そ
の
日
は
「
両
人
詰
」
、
三
人
で
あ
れ
ば
「
三
人
詰
」
と

改
正
さ
れ
る
機
会
に
つ
い
て
の
詳
細
は
註
（
１
）
参
照
。

「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
四
年
二
月
二
○
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
）

「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
六
年
二
月
一
六
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
）

「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
六
年
二
月
一
五
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
）

「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
九
年
五
月
二
七
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
）

「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
四
年
二
月
四
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
）

「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
六
年
四
月
二
二
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
瞥
」
）

「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
四
年
三
月
二
五
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
番
」
）
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（
妬
）
「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
六
年
十
月
～
十
二
月
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
）

（
訂
）
た
と
え
ば
「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
六
年
一
月
一
二
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
）

（
躯
）
た
と
え
ば
「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
六
年
八
月
二
八
日
条
、
同
二
九
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
）

（
聖
老
中
へ
の
面
会
に
つ
い
て
、
土
屋
千
浩
氏
に
よ
れ
ば
、
天
明
八
年
の
史
料
を
引
用
し
、
そ
れ
以
前
は
非
番
の
老
中
・
若
年
寄
は
稲
進
日
以
外
は
毎
日

対
客
を
行
っ
て
き
た
こ
と
を
紹
介
し
て
お
り
（
「
江
戸
幕
府
老
中
の
対
客
に
つ
い
て
」
（
「
皇
學
館
史
学
」
第
一
九
号
二
○
○
四
年
三
月
）
、
こ
こ
で

見
て
い
る
宝
暦
期
に
お
い
て
は
、
ま
さ
に
毎
日
の
ご
と
く
老
中
や
若
年
寄
へ
の
訪
問
が
絶
え
な
い
時
期
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
月
番
老

（
「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
九
年
一
月
九
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
）
）
と
訪
問
順
を
意
識
し
た
書
き
方
が
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
は
年
始
御
礼
で
の
訪
問
先
に
関
し
て
、
訪
問
相
手
の
名
前
を
記
し
な
が
ら
「
増
山
対
馬
守
殿
二
者
当
時
忌
中
二
付
不
罷
越
候
」
（
「
勤

向
覚
日
記
」
宝
暦
七
年
一
月
三
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
瞥
」
）
と
、
訪
問
順
を
意
識
し
た
記
述
が
見
ら
れ
る
。

（
妬
）
泉
正
人
「
参
勤
交
代
制
の
一
考
察
ｌ
関
東
譜
代
藩
を
中
心
に
ｌ
」
（
「
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
」
哲
学
・
史
学
篇
別
冊
一
四

（
喝
）
「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
一

（
賂
）
「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
一

（
〃
）
「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
、

（
略
）
「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
、

（
的
）
「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
面

（
釦
）
「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
十

（
釦
）
「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
副

（
躯
）
「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
、

（
鰯
）
「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
一

（
型
）
「
外
勤
」
を
行
っ
た
日
脂

後
佐
野
左
衛
門

前
蒔
田
権
佐
殿

「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
六
年
一
月
一
三
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
普
」
）

「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
六
年
三
月
二
七
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
）

「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
四
年
三
月
四
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
）

「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
四
年
三
月
二
三
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」

「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
四
年
六
月
一
八
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
）

「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
九
年
三
月
八
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
）

「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
八
年
二
月
二
○
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
瞥
」
）

「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
四
年
八
月
七
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
瞥
」
）

「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
六
年
一
月
九
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
瞥
」
）

「
外
勤
」
を
行
っ
た
日
に
は
、
訪
問
し
た
ル
ー
ト
を
通
過
し
た
橋
の
名
前
等
を
示
し
て
記
録
し
て
い
る
。
ま
た
訪
問
相
手
先
の
名
前
の
上
部
に

後
佐
野
左
衛
門
尉
殿

一
九
八
八
年
）
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宝暦期詰衆の「詰日」と「外勤」

中
へ
の
面
会
に
つ
い
て
は
た
と
え
ば

松
平
右
近
将
監
殿

右
罷
通
越
、
通
り
用
人
二
逸
見
廻
之
口
上
申
述
、
当
月
月
番
故
逢
不
被
申
候
二
付
、
申
置
帰
ル
（
後
略
）

（
「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
五
年
五
月
一
九
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
替
二
と
あ
る
一
方
で
、

一
磨
酵
酷
峠
一
癖
殿

右
罷
通
り
何
茂
用
人
二
逢
口
上
申
述
候
処
、
例
之
通
り
登
城
前
逢
被
申
候
二
付
、
懸
御
目
申
候
、
隠
岐
殿
二
者
当
月
月
番
故
登
城
掛
ケ
ニ
逢

被
申
、
外
二
客
無
此
方
罷
越
候
（
後
略
）

（
「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
五
年
七
月
四
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
播
」
）
と
も
あ
り
、
こ
の
時
期
に
ど
の
よ
う
な
面
会

が
可
能
で
あ
っ
た
の
か
一
定
し
な
い
。
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
鋤
）
た
と
え
ば
「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
四
年
四
月
一
二
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
）
で
は

一
又
五
ッ
半
打
三
寸
之
出
宅
二
而
左
之
通
勤
ル

酒
井
左
衛
門
尉
殿

松
平
宮
内
少
輔
殿

右
罷
越
登
城
前
懸
御
目
申
候
、
夫
合

堀
田
相
模
守
殿

右
罷
越
、
裏
門
今
内
玄
関
へ
罷
越
、
通
り
用
人
江
逢
、
口
上
申
述
候
処
、
最
早
御
逢
相
済
候
（
後
略
）

（
瓢
）
大
名
交
際
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
荒
木
裕
行
氏
は
「
近
世
後
期
溜
詰
大
名
の
「
交
際
」
と
そ
の
政
治
化
」
（
「
史
学

雑
誌
」
第
二
二
編
第
六
号
二
○
○
三
年
六
月
）
に
お
い
て
、
実
際
に
面
会
せ
ず
に
、
屋
敷
の
訪
問
の
み
の
段
階
に
お
い
て
は
、
交
際
と
は
呼

べ
な
い
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
本
稿
も
そ
れ
に
な
ら
え
ば
こ
こ
で
の
「
外
勤
」
の
ほ
と
ん
ど
は
交
際
と
は
い
え
な
い
こ
と
と
な
る
が
、
面
会
で

き
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
て
も
老
中
へ
の
訪
問
を
行
っ
て
い
た
り
、
在
江
戸
で
は
な
い
京
都
所
司
代
や
大
坂
城
代
へ
も
訪
問
を
し
て
い
る
事
例
が

と
あ
る
。
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見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
名
社
会
を
形
成
す
る
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
捉
え
た
い
。

（
犯
）
そ
の
一
方
で
た
と
え
ば
、
「
動
向
覚
日
記
」
宝
暦
五
年
十
二
月
一
五
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
番
」
）
で
は
「
但
シ

例
年
只
今
迄
当
丁
高
井
氏
へ
も
御
礼
勤
二
罷
越
候
得
共
、
先
般
口
西
丸
御
附
江
被
仰
付
候
二
付
、
久
世
氏
・
米
倉
氏
申
合
、
今
日
者
田
沼
氏
へ
斗

罷
越
、
高
井
氏
へ
者
外
御
側
衆
同
様
二
以
使
者
御
礼
申
述
候
、
右
之
通
り
候
間
、
向
後
者
先
高
井
氏
江
者
御
礼
勤
罷
越
申
間
敷
申
合
候
事
」
と
あ
り
、

御
側
衆
で
は
な
く
、
御
側
御
用
取
次
へ
の
訪
問
も
重
視
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

（
羽
）
「
勤
向
覚
日
記
」
宝
暦
五
年
七
月
一
三
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
）
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